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ビワマスの胃内容物組成に基づく2024年のビワマス漁況の評価 

大前信輔  
 

１．目 的 
 2024年のビワマスの推定資源量は 139㌧で、

資源水準は 2019 年以降、引き続き高水準にあ

ると推定された１）。引縄釣り漁獲量は前年よ

り 2 ㌧増加した 11.8 ㌧であったが、刺網漁獲

量は 12.8 ㌧と前年同様低調であった。 

刺網漁が低調になった要因として、前年同

様に、高い透明度がビワマスによる刺網の視

認性を高め、漁獲効率を低下させた可能性が

考えられた。加えて、餌となるアユの少なさ

がビワマスの遊泳深度を変化させ漁獲に影響

した可能性も考えられた。そこで、ビワマス

の胃内容物調査を行い、遊泳深度について考

察を行った。 

２．方 法 
2024 年 7～9 月に漁獲された刺網漁獲魚の

54 尾と引縄釣り漁獲魚の 30 尾について、被

鱗体長（以下、体長）と胃内容物中に確認さ

れた餌生物の種を調べた。 

３．結 果 
平均体長は、刺網漁獲魚では 43.1cm、引縄

釣り漁獲魚では 38.7cm と、漁法により体長が

有意に異なった（Student's t-test p＜0.01）。 

刺網漁獲魚のうち、アユ捕食個体数は

27.8％にあたる 15 尾、アナンデールヨコエビ

（以下、ヨコエビ）捕食個体数は 31.5％にあ

たる 17 個体とほぼ同数であった（表）。 

引縄釣り漁獲魚では、アユ捕食個体数は

10.0％にあたる 3 尾のみで、ヨコエビ捕食個

体数は 50.0％にあたる 15 尾であった。引縄

釣り漁獲魚は刺網漁獲魚に比べてヨコエビ捕

食個体数の割合が多かった。魚体サイズが影

響し、コアユの捕食に適した上層での遊泳機

会が少なかったのではないかと考えられた。 

1996年 7月に刺網で漁獲されたビワマスに

ついて胃内容物を調べた藤岡ら（2006）によ

ると、捕食されていた餌生物の総個体数のう

ち、約 90％がアユであったと報告されている
2）。本研究の結果はこの知見と比べ、アユの出

現割合が低くヨコエビの出現割合は高かった。

この相違には 2024 年のアユ資源が低水準で

あったことが関与している可能性がある。 

ヨコエビは日中、湖底に分布し、その生息

水温域は 12℃未満とされている 3）。2024 年 7

～9 月に水温が 12℃未満であった範囲は深度

23m より下の層であった。ヨコエビ捕食個体

が多かったことから、この時期のビワマスは

深度 23m より深い、ヨコエビの多い湖底に近

い層を遊泳する機会が多かったと考えられた。 

刺網は水深 50～70m の水域の主に 15～25m

層に宙吊りで設置される。つまり、2024 年の

ビワマスの主な遊泳深度と刺網設置深度がず

れていたことになる。そのため、刺網漁での

漁獲が低調になったと考えられた。一方、引

縄釣り漁では使用するルアーの深度変更が容

易なうえ、多数の竿の使用によりタナを探る

ことが可能である。そのため、引縄釣りでは

前年に比べて低調にならなかったと考えられ

た。 

表 漁法別の胃内容物組成 
（個体数については重複あり） 

餌生物 捕食個体数（尾） 捕食割合（%） 捕食個体数（尾） 捕食割合（%）
アユ 15 27.8 3 10.0
ワカサギ 2 3.7 0 0
その他魚類 8 14.8 5 16.7
ヨコエビ 17 31.5 15 50.0
スジエビ 2 3.7 3 10.0
空胃 16 29.6 8 26.7

刺網漁獲魚 引縄釣漁獲魚
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